
［９月定例会］本会議での代表質問

県議会やまがた
　
「
県
議
会
や
ま
が
た
」
第
１１
号

は
、
９
月
定
例
会
の
内
容
を
中
心

に
、
主
に
８
月
か
ら
１０
月
に
か
け

て
の
議
会
活
動
に
つ
い
て
お
伝
え

し
ま
す
。

９
月
定
例
会
の
概
要

　
９
月
１４
日
か
ら
１０
月
６
日
ま
で

の
２３
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、

本
会
議
で
自
由
民
主
党
、
県
政
ク

ラ
ブ
に
よ
る
代
表
質
問
、
３
名
に

よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
さ
ら

に
予
算
特
別
委
員
会
で
８
名
の
委

員
に
よ
る
質
疑
や
常
任
委
員
会
で

の
審
査
を
経
た
う
え
で
、
平
成
２７

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
、

知
事
提
出
の
３７
議
案
を
可
決
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
１０
月
に
県
が
策
定

し
た
地
方
版
総
合
戦
略
「
や
ま
が

た
創
生
総
合
戦
略
」
に
つ
い
て
、

各
常
任
委
員
会
に
お
い
て
審
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
請
願
は
４
件
上
程
さ
れ
、
４
件
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予
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特
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委
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質
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内
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し
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請
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、
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し
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見
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・
地
方
版
総
合
戦
略
策
定
に
向
け

た
県
議
会
講
演
会
の
開
催

●
４
ペ
ー
ジ

・
活
動
団
体
等
と
の
意
見
交
換
会

の
開
催

・
野
川
議
長
が
安
倍
内
閣
総
理
大

臣
と
の
懇
談
会
に
出
席

・
宮
城
・
山
形
交
流
議
員
連
盟
の

活
動
報
告

と
も
採
択
、
そ
の
う
ち
２
件
が
意

見
書
と
し
て
発
議
・
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
他
、
委
員
会
及
び
議
員
発

議
に
よ
る
意
見
書
２
件
が
可
決
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
す
る
府
省
に

送
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

代
表
質
問
か
ら田澤　伸一 議員

自由民主党

（東田川郡選挙区）

　
　
富
の
流
出
を
抑
え
、
若
者
を

県
内
に
惹
き
つ
け
、
地
域
経
済
を

活
性
化
し
て
い
く
た
め
に
、「
や

ま
が
た
創
生
総
合
戦
略
」
を
ど
の

よ
う
に
実
践
し
、
山
形
の
創
生
に

つ
な
げ
て
い
く
の
か
。

　
　
６
次
産
業
化
に
よ
る
農
林
水

産
物
の
高
付
加
価
値
化
や
森
林
資

源
を
活
か
し
た
森モ

リ林
ノ
ミ
ク
ス
の

取
組
み
、
ま
た
、
有
機
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
等
の
先
端
分
野
へ
の
参

入
等
を
促
進
し
、
安
定
的
で
魅
力

的
な
仕
事
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

一
方
で
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
人
材

を
確
保
・
育
成
し
、
県
内
定
着
・

回
帰
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
ら
の
取

組
み
に
県
内
の
あ
ら
ゆ
る
力
を
結

集
し
、
山
形
発
の
地
方
創
生
の
着

実
な
推
進
に
努
め
る
。

　
　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
、

い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

平
成
２８
年
１
月
か
ら
利
用
が
開
始

や
ま
が
た
創
生
総
合
戦
略
に
基
づ

く
山
形
の
創
生

問答マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用

問

さ
れ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利

用
に
よ
り
、
県
は
ど
の
よ
う
な
事

務
を
効
率
化
で
き
る
の
か
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
、
社
会
保

障
・
税
・
災
害
対
策
の
３
つ
の
分

野
に
限
定
し
て
利
用
で
き
る
。
県

の
事
務
の
う
ち
、
市
町
村
が
保
有

す
る
税
や
住
民
票
に
関
す
る
情
報

が
必
要
と
な
る
児
童
扶
養
手
当
の

支
給
や
県
営
住
宅
の
管
理
な
ど
２５

の
事
務
で
効
率
化
が
図
ら
れ
る
。

県
と
し
て
は
、
政
府
の
検
討
状
況

や
全
国
的
な
活
用
状
況
等
を
注
視

し
な
が
ら
更
な
る
事
務
の
効
率
化

に
努
め
る
。

　
　
国
・
地
方
と
も
財
政
事
情
が

厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
今
後
ど
の

よ
う
に
農
業
農
村
整
備
事
業
予
算

を
確
保
し
、
地
元
負
担
の
軽
減
を

図
り
な
が
ら
、
事
業
を
実
施
し
て

い
く
の
か
。

　
　
農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
般
の
概
算
要
求
に
お
い

て
、
本
県
の
提
案
が
概
ね
反
映
さ

れ
て
い
る
が
、
国
庫
負
担
率
等
に

つ
い
て
は
、
各
関
連
法
等
に
お
い

て
一
律
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当

該
事
業
だ
け
嵩
上
げ
す
る
こ
と
は

困
難
と
聞
い
て
い
る
。
県
と
し
て

は
、
政
府
へ
の
提
案
を
通
じ
、
事

業
予
算
の
確
保
に
全
力
を
挙
げ
る

と
と
も
に
、
必
要
な
事
業
を
計
画

的
に
実
施
で
き
る
よ
う
、
関
係
部

局
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
適
時
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

石黒　　覚 議員
県政クラブ

（酒田市・飽海郡選挙区）

答農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進

問答政
府
関
係
機
関
の
移
転
に
係
る
提

案

　
　
地
方
へ
の
試
験
研
究
機
関
の

移
転
は
、
地
域
産
業
の
更
な
る
発

展
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
。

本
県
か
ら
政
府
に
提
案
し
た
２
機

関
（「
国
立
研
究
開
発
法
人　
農

業
・
食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機

構　
食
品
総
合
研
究
所
」及
び「
国

立
研
究
開
発
法
人　
国
立
が
ん
研

究
セ
ン
タ
ー
研
究
所
」）
の
移
転

の
考
え
方
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
提
案
に
当
た
っ
て
は
、
雇
用

の
創
出
に
つ
な
が
る
こ
と
、
産
学

官
の
研
究
機
関
や
関
連
産
業
の
集

積
な
ど
本
県
の
強
み
を
活
か
せ
る

こ
と
の
２
つ
の
観
点
で
、
市
町
村

の
意
向
も
確
認
し
、
２
機
関
の
移

転
の
提
案
を
行
っ
た
。
食
品
加
工

分
野
で
の
新
た
な
技
術
開
発
の
促

進
に
よ
る
「
食
産
業
王
国
や
ま
が

た
の
実
現
」
や
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解

析
技
術
を
活
か
し
た
バ
イ
オ
関
連

産
業
の
創
出
・
集
積
を
期
待
し
て

い
る
。

　
　
合
成
ク
モ
糸
繊
維
の
開
発
に

取
り
組
む
Ｓｐ
ｉ
ｂｅ
ｒ
（
ス
パ

イ
バ
ー
）
社
の
事
業
化
の
動
き
等

を
踏
ま
え
、
庄
内
地
域
に
お
け
る

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
関
連
産
業

の
集
積
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
慶
應
義
塾
大
学
先
端
生
命
科

学
研
究
所
の
研
究
成
果
を
核
と
す

る
バ
イ
オ
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
誕

生
・
成
長
・
発
展
し
て
い
く
環
境

は
本
県
の
強
み
で
あ
る
。
今
後
は
、

庄
内
地
域
で
の
産
業
化
の
動
き
が

地
元
に
定
着
し
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
と

広
が
り
を
持
つ
よ
う
、
県
内
企
業

の
参
入
・
参
画
促
進
や
取
引
拡
大

に
向
け
た
取
組
み
、
ま
た
、
関
連

企
業
の
誘
致
な
ど
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
く
。

　
　
手
口
の
悪
質
化
、
巧
妙
化
が

進
む
特
殊
詐
欺
の
撲
滅
の
た
め
、

問答庄
内
地
域
に
お
け
る
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
関
連
産
業
の
集
積

問答特
殊
詐
欺
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組

み問

徹
底
的
な
検
挙
と
と
も
に
、
官
民

一
体
と
な
っ
た
取
組
み
が
重
要
と

考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
組
み

を
強
化
し
て
い
く
の
か
。

　
　
高
齢
者
の
被
害
防
止
対
策
の

強
化
の
た
め
、
分
か
り
や
す
い
広

報
活
動
や
固
定
電
話
に
お
け
る
自

動
録
音
機
能
等
の
普
及
促
進
、
金

融
機
関
と
の
連
携
に
取
り
組
む
。

特
殊
詐
欺
実
行
犯
被
疑
者
の
徹
底

検
挙
の
た
め
、
他
県
警
と
の
合
同

捜
査
等
を
推
進
し
、
首
都
圏
に
拠

点
を
置
く
犯
行
グ
ル
ー
プ
の
摘
発

に
一
層
努
め
る
。
ま
た
、
５０
を
超

え
る
関
係
機
関
等
に
よ
る
「
特
殊

詐
欺
被
害
防

止
緊
急
対
策

会
議
」
を
開

催
し
、
対
策

を
強
力
に
推

進
す
る
。

一
般
質
問
か
ら小松　伸也 議員

自由民主党

（最上郡選挙区）

　
　
最
上
地
域
に
お
け
る
看
護
職

員
の
充
足
率
は
低
く
、
人
材
確
保

に
向
け
た
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

新
庄
市
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
市
内

へ
の
看
護
師
養
成
所
の
新
設
に
、

地
域
内
外
か
ら
大
き
な
期
待
感
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
県
と
し

て
ど
の
よ
う
な
支
援
が
可
能
か
。

　
　
当
面
の
看
護
師
の
確
保
は
、

県
全
体
と
し
て
喫
緊
の
課
題
で
あ

答若
者
定
着
に
向
け
た
看
護
師
養
成

の
取
組
み
に
対
す
る
支
援

問答

り
、
看
護
師
確
保
対
策
を
積
極
的

に
進
め
て
い
く
。
養
成
所
の
施
設

整
備
や
運
営
費
に
対
し
て
は
、
地

域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を
活

用
し
た
支
援
制
度
等
が
あ
る
が
、

地
域
に
お
け
る
今
後
の
検
討
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
、
対
応
を
検
討

し
て
い
く
。
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山形県議会定数等検討委員会を
設置しました
　県議会では、次期県議会議員一般選挙に向けた、
議員総定数、選挙区、選挙区別定数等について検討
するため、「山形県議会定数等検討委員会」を設置し、
９月３０日に第１回検討委員会を開催しました。



　
　
９
月
の
豪
雨
に
よ
り
、
最
上

町
赤
倉
地
区
に
お
い
て
、
農
地
や

農
作
物
の
被
害
、
土
砂
崩
壊
等
が

発
生
し
た
。
現
在
建
設
中
の
最
上

小
国
川
ダ
ム
が
完
成
し
て
い
れ
ば
、

今
回
の
災
害
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き

た
の
か
。

　
　
赤
倉
地
区
に
お
い
て
は
、
観

測
史
上
２
番
目
、
５０
年
に
１
度
と

い
う
雨
量
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
人
的
被
害
が
無
か
っ
た
こ

と
は
、
関
係
者
の
連
携
に
よ
る
水

防
活
動
の
成
果
で
あ
る
。
今
回
は

お
よ
そ
１２
時
間
に
集
中
し
た
豪
雨

で
あ
る
が
、
ダ
ム
計
画
で
は
よ
り

厳
し
い
条
件
を
想
定
し
て
お
り
、

今
回
の
豪
雨
に
も
十
分
に
対
応
で

き
た
と
考
え
て
い
る
。
一
日
も
早

い
ダ
ム
の
完
成
に
努
め
て
い
く
。

青柳　安展 議員
県政クラブ

（東根市選挙区）

　
　
雪
崩
に
よ
る
通
行
止
め
が
２

年
連
続
で
発
生
し
た
国
道
４８
号
に

つ
い
て
、
地
域
高
規
格
道
路
整
備

と
危
険
箇
所
の
バ
イ
パ
ス
化
整
備

の
２
本
立
て
で
要
望
活
動
を
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
大
雨
等
で
も
通
行
可
能
な
信

頼
性
の
高
い
道
路
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
バ
イ
パ
ス
化
も
視
野
に
入
れ

た
道
路
整
備
に
関
す
る
調
査
・
検

討
へ
の
早
期
着
手
に
つ
い
て
、
宮

城
県
・
仙
台
市
と
共
に
要
望
を

行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
将
来
の

地
域
高
規
格
道
路
整
備
に
向
け
て

の
第
一
歩
に
も
な
る
と
考
え
る
。

最
上
小
国
川
流
域
の
豪
雨
災
害
と

治
水
対
策

問答国
道
４８
号
の
整
備

問答

今
後
と
も
、
宮
城
県
や
仙
台
市
と

連
携
し
、
政
府
に
働
き
か
け
て
い

く
。

　
　
山
形
～
羽
田
便
に
つ
い
て
、

２
便
運
航
の
継
続
を
ど
う
見
込
む

の
か
。
ま
た
、
今
後
ど
の
よ
う
な

利
用
拡
大
策
を
講
じ
る
の
か
。

　
　
２
便
運
航
の
継
続
は
、
利
用

実
績
や
支
援
策
等
の
評
価
に
よ
り

判
断
さ
れ
る
。
年
間
搭
乗
率
の
目

標
７０
％
に
対
し
、
平
成
２７
年
４
月

か
ら
８
月
ま
で
の
搭
乗
率
は
７８・

７
％
と
好
調
を
維
持
し
て
い
る

が
、
例
年
、
冬
の
搭
乗
率
が
下
が

る
傾
向
に
あ
り
、
積
極
的
な
冬
場

対
策
が
必
要
で
あ
る
。
今
後
は
、

ビ
ジ
ネ
ス
利
用
の
一
層
の
拡
大
に

努
め
る
と
と
も
に
、

県
と
連
携
し
て
市
町

村
が
企
画
し
た
住
民

ツ
ア
ー
に
対
す
る
助

成
等
を
行
い
、
２
便

運
航
の
継
続
を
確
実

な
も
の
と
す
る
。

大内　理加 議員
自由民主党

（山形市選挙区）

　
　
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
に
伴
い
、
電
気
料
金
の
負

担
も
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
る
中

で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
促
進
と
県
民
負
担
と
の
バ
ラ
ン

ス
や
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
図
っ

て
い
く
の
か
。

　
　
国
民
負
担
の
抑
制
を
図
り
つ

つ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入

を
実
現
す
る
仕
組
み
の
構
築
に
向

け
た
政
府
の
動
き
を
注
視
し
て
い

山
形
～
羽
田
便
２
便
運
航
の
継
続

問答再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
拡
大

と
そ
れ
に
伴
う
課
題

問答

く
。
ま
た
、
県
民
運
動
や
補
助
制

度
の
紹
介
等
を
通
し
て
、
省
エ
ネ

の
取
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

家
庭
・
事
業
所
に
お
け
る
電
気
料

金
の
負
担
低
減
に
も
取
り
組
み
な

が
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導

入
拡
大
を
進
め
て
い
く
。

　
　
職
員
の
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、

女
性
の
活
躍
促
進
と
子
育
て
家
庭

の
負
担
軽
減
の
た
め
、
山
形
県
が

先
駆
け
て
配
偶
者
へ
の
手
当
を
見

直
し
、
子
ど
も
へ
の
手
当
を
充
実

さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
配
偶
者
手
当
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
国
家
公
務
員
に
お
け
る

人
事
院
の
検
討
状
況
や
県
内
民
間

企
業
の
支
給
状
況
等
の
動
向
を
注

視
し
な
が
ら
、
適
切
に
判
断
し
て

い
く
。
女
性
も
男
性
も
能
力
を
発

揮
で
き
る
社
会
の
形
成
は
重
要
な

テ
ー
マ
で
あ
り
、
税
制
や
社
会
保

険
制
度
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す

る
必
要
な
施
策
に

つ
い
て
、
全
国
知

事
会
と
も
連
携
し

て
政
府
に
働
き
か

け
て
い
く
。

予
算
特
別
委
員
会
の

質
疑
内
容

渋間佳寿美 議員
自由民主党

（米沢市選挙区）

　
　
山
形
県
果
樹
農
業
振
興
計
画

に
掲
げ
る
平
成
３２
年
の
ぶ
ど
う
の

女
性
と
子
ど
も
の
た
め
の
配
偶
者

手
当
の
見
直
し

問答ぶ
ど
う
の
振
興
対
策

問

生
産
目
標
で
あ
る
、
栽
培
面
積
１

６
５
０
ｈａ
、
生
産
量
１
万
９
２
０

０
ｔ
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何
が

課
題
か
。

　
　
生
産
面
で
は
、
ぶ
ど
う
園
の

生
産
性
向
上
や
園
地
の
条
件
改
善
、

異
常
気
象
に
対
応
し
た
生
産
の
安

定
化
な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

担
い
手
面
で
は
、
生
産
者
減
少
へ

の
対
応
と
し
て
、
新
規
就
農
者
を

は
じ
め
と
し
た
担
い
手
の
育
成
・

確
保
、
認
定
農
業
者
等
を
中
心
に

経
営
規
模
の
拡
大
や
省
力
化
技
術

の
定
着
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の

作
成
が
市
町
村
に
義
務
付
け
ら
れ

た
が
、
県
は
市
町
村
に
対
し
、
関

係
者
間
で
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
、

ど
う
指
導
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
平
常
時
か
ら
避
難
行
動
要
支

援
者
の
情
報
共
有
を
図
る
こ
と
が
、

発
災
時
の
適
切
な
支
援
に
つ
な
が

る
た
め
、
名
簿
を
未
作
成
の
市
町

村
に
対
し
て
は
、
今
年
度
中
に
作

成
す
る
よ
う
強
く
働
き
か
け
る
。

さ
ら
に
、
全
市
町
村
に
対
し
、
平

常
時
か
ら
の
個
人
情
報
の
適
切
な

共
有
に
つ
い
て
働
き
か
け
て
い
く
。

青木　彰榮 議員
県政クラブ

（西置賜郡選挙区）

　
　
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
り
、

本
県
全
域
で
ク
マ
肉
の
出
荷
が
制

限
さ
れ
て
い
る
。
小
国
町
等
が
制

限
解
除
の
要
望
書
を
提
出
し
た
が
、

そ
の
後
の
経
過
、対
応
は
ど
う
か
。

　
　
出
荷
制
限
解
除
に
向
け
て
、

小
国
町
や
地
元
猟
友
会
と
話
し
合

答行
政
機
関
に
お
け
る
個
人
情
報
の

共
有

問答ク
マ
肉
出
荷
制
限
の
解
除

問答

い
を
行
い
、
関
係
省
庁
と
情
報
交

換
を
行
っ
て
き
た
。
現
在
は
、
部

分
解
除
に
向
け
た
具
体
的
手
法
や

進
め
方
に
つ
い
て
小
国
町
に
助
言

を
行
っ
て
い
る
。
今
後
と
も
、
町

や
猟
友
会
と
連
携
し
、
で
き
る
だ

け
早
く
出
荷
制
限
が
解
除
で
き
る

よ
う
支
援
し
て
い
く
。

　
　
県
は
、「
障
が
い
を
理
由
と

す
る
差
別
の
解
消
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て

い
る
が
、
条
例
制
定
の
趣
旨
、
制

定
後
の
取
組
み
を
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

　
　
条
例
で
は
、
県
民
一
人
ひ
と

り
が
障
が
い
の
特
性
等
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
県
民
み
ん
な
で
差

別
の
解
消
に
取
り
組
む
と
い
う
姿

勢
を
示
し
た
い
。
条
例
は
、
平
成

２８
年
２
月
定
例
会
へ
の
提
案
を
目

指
し
て
お
り
、
制
定
後
は
、
県
や

市
町
村
、
民
間
団
体
等
に
よ
る
推

進
組
織
を
立
ち
上
げ
、
県
民
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。能登　淳一 議員

自由民主党

（村山市選挙区）

　
　
北
村
山
地
域
の
中
核
病
院
で

あ
る
北
村
山
公
立
病
院
に
対
し
て
、

県
は
ど
の
よ
う
な
支
援
を
し
て
い

く
の
か
。

　
　
高
額
医
療
機
器
導
入
に
対
す

る
支
援
や
、
小
児
科
医
師
の
オ
ン

コ
ー
ル
体
制
（
呼
ば
れ
れ
ば
対
応

で
き
る
よ
う
待
機
し
て
い
る
こ
と
）

へ
の
支
援
、
休
日
診
療
所
・
平
日

夜
間
救
急
診
療
所
の
設
置
に
よ
る

初
期
救
急
医
療
体
制
の
充
実
・
強

「
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の

解
消
に
関
す
る
条
例
」
の
制
定

問答地
域
の
中
核
病
院
に
対
す
る
支
援

策問答

化
な
ど
を
進
め
て
き
た
。
今
後
策

定
す
る
地
域
医
療
構
想
の
考
え
方

に
沿
っ
た
形
で
、
急
性
期
か
ら
回

復
期
へ
の
病
床
転
換
に
伴
う
施
設

整
備
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
も
の
づ
く
り
産
業
の
人
材
確

保
の
た
め
、
県
内
在
学
の
学
生
に

県
内
企
業
の
優
秀
さ
を
ア
ピ
ー
ル

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
県
内
高
校
卒
業
者
へ
の
県
内

就
職
に
関
す
る
情
報
の
提
供
や
、

合
同
企
業
説
明
会
等
の
開
催
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
情
報
提
供
等
に

よ
り
、
県
内
企
業
に
関
す
る
情
報

を
発
信
・
提
供
し
、
県
内
就
職
の

促
進
に
努
め
て
い
る
。
こ
う
し
た

様
々
な
取
組
み
を
県
内
企
業
や
労

働
局
、
教
育
機
関
と
連
携
し
て
展

開
し
、
人
材
の
確
保
に
結
び
付
け

て
い
く
。

島津　良平 議員
自由民主党

（東置賜郡選挙区）

も
の
づ
く
り
産
業
の
将
来
を
担
う

人
材
の
確
保

問答

　
　
医
師
不
足
に
悩
む
市
町
村
が
、

県
の
医
師
確
保
対
策
に
寄
せ
る
期

待
は
大
き
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
み
と
そ
の
成
果
は
ど
う
か
。

　
　
医
師
総
数
を
増
や
す
た
め
、

修
学
資
金
の
貸
与
や
、
地
域
の
中

核
病
院
で
行
う
山
形
大
学
医
学
部

生
の
卒
前
臨
床
実
習
に
対
す
る
支

援
等
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、地
域

に
よ
る
医
師
の
偏
在
解
消
の
た
め
、

へ
き
地
等
で
の
勤
務
を
条
件
と
す

る
修
学
資
金
の
貸
与
等
を
行
っ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
っ

て
医
師
数
は

着
実
に
増
加

し
、
平
成
２４

年
は
、
平
成

１６
年
比
で
約

７
％
増
え
て

い
る
。

　
　
特
殊
詐
欺
防
止
の
取
組
み
に

よ
り
、
金
融
機
関
等
が
被
害
を
阻

止
し
た
事
例
は
ど
れ
く
ら
い
か
。

ま
た
、
今
後
は
、
県
民
総
ぐ
る
み

の
運
動
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

　
　
平
成
２７
年
８
月
現
在
で
、
金

医
師
確
保
対
策

問答特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
に
向
け
た

金
融
機
関
等
と
の
連
携

問答

（
次
ペ
ー
ジ
に
つ
づ
く
）

　９月８日、県議会は、職員の不祥事が
度重なって発生していることを受け、県
政及び県職員等に対する県民の信頼を一
日も早く回復させるべく、不祥事防止対
策に迅速かつ的確に対応するよう、吉村
知事に要請しました。

職員の不祥事防止対策を
知事に要請しました

吉村知事（右）に要請書を手渡す
野川議長（中央右）、伊藤副議長（中央左）、
小野議会運営委員長（左）

（
１
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
き
）
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融
機
関
に
よ
る
被
害
防
止
事
例
は

３６
件
で
約
５
２
０
０
万
円
、
そ
の

他
、
宅
配
業
者
や
コ
ン
ビ
ニ
等
を

含
め
る
と
、
５３
件
、
約
７
３
０
０

万
円
に
の
ぼ
る
。
今
後
は
、
金
融

機
関
等
に
加
え
、
地
域
住
民
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
も
連
携
し
、
日
常

的
な
被
害
防
止
活
動
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
。

柴田　正人 議員
無所属

（南陽市選挙区）

　
　
河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
に
つ

い
て
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
、
長

期
的
な
視
点
に
立
っ
た
点
検
と
除

去
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

対
応
は
ど
う
か
。

　
　
長
年
に
渡
り
堆
積
し
た
土
砂

に
つ
い
て
は
、
通
常
の
維
持
管
理

予
算
で
の
対
応
が
困
難
だ
っ
た
た

め
、
平
成
２４
年
度
に
新
た
な
事
業

を
創
設
し
、
集
中
的
に
掘
削
や
撤

去
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
２５
・

２６
年
の
大
規
模
出
水
の
影
響
で
事

業
に
遅
れ
が
あ
る
た
め
、
今
後
の

土
砂
や
支
障
木
の
撤
去
の
考
え
方

を
ま
と
め
た
河
積
回
復
計
画
を
早

急
に
策
定
し
、
治
水
対
策
を
進
め

て
い
く
。

　
　
三
世
代
同
居
を
活
か
し
た
子

育
て
支
援
の
視
点
か
ら
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
を
ど
う

評
価
し
て
い
る
の
か
。

　
　
平
成
２７
年
度
か
ら
支
援
制
度

の
拡
充
を
図
り
、
人
口
減
少
対
策

分
と
し
て
、
三
世
代
世
帯
等
を
対

象
に
、
補
助
の
上
限
額
を
引
き
上

げ
て
い
る
。
８
月
末
現
在
の
申
請

河
川
に
堆
積
し
た
土
砂
の
定
期
的

除
去

問答子
育
て
支
援
の
た
め
の
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業

問答

件
数
は
３
０
５
０
件
、
対
前
年
同

月
比
で
１２
％
増
と
、
昨
年
度
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
あ
る
。
拡
充
分
の

う
ち
、
三
世
代
世
帯
の
利
用
は
２

９
９
件
と
７
割
を
占
め
て
お
り
、

三
世
代
同

居
の
継
続

に
貢
献
し

て
い
る
と

考
え
る
。

森谷仙一郎 議員
自由民主党

（天童市選挙区）

　
　
さ
く
ら
ん
ぼ
栽
培
に
不
可
欠

な
「
雨
よ
け
施
設
」
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
が
、
資
材
単
価
の
高

騰
に
よ
り
更
新
が
進
ま
ず
、
生
産

力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
県
と

し
て
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

　
　
中
小
規
模
農
家
で
は
投
資
負

担
を
心
配
し
、
更
新
を
諦
め
栽
培

を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
事
例
も

あ
る
。
産
地
の
縮
小
は
地
域
経
済

の
活
力
低
下
等
に
つ
な
が
る
こ
と

か
ら
、
主
産
地
の
市
町
や
Ｊ
Ａ
・

全
農
山
形
等
と
実
態
を
分
析
し
な

が
ら
、
日
本
一
の
産
地
と
し
て
、

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

　
　
国
道
４８
号
の
整
備
促
進
の
た

め
に
は
、
宮
城
県
及
び
仙
台
市
と

一
致
し
た
考
え
方
の
も
と
で
、
政

府
に
対
し
要
望
活
動
を
展
開
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
国
道
４８
号
に
つ
い
て
は
、
大

雨
時
で
も
、
本
県
と
宮
城
県
を
確

さ
く
ら
ん
ぼ
の
施
設
整
備

問答国
道
４８
号
整
備
に
お
け
る
宮
城
県

と
の
連
携

問答

実
に
結
ぶ
信
頼
性
の
高
い
道
路
と

し
て
最
優
先
に
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
。
平
成
２７
年
か
ら
は
事
前
通

行
規
制
区
間
の
解
除
を
大
き
な
目

標
に
掲
げ
、
バ
イ
パ
ス
化
も
視
野

に
入
れ
た
道
路
整
備
に
関
す
る
調

査
・
検
討
の
早
期
着
手
に
つ
い
て
、

宮
城
県
及
び
仙
台
市
と
合
意
の
上
、

連
名
で
要
望
し
て
い
る
。

鈴木　　孝 議員
自由民主党

（東村山郡選挙区）

　
　
有
機
Ｅ
Ｌ
の
産
業
化
に
は
、

市
場
の
形
成
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、

県
は
、
照
明
市
場
の
将
来
像
を
ど

う
捉
え
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
将
来
性
に
つ
い
て
は
、
市
場

の
形
成
に
不
確
定
要
素
は
あ
る
が
、

大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

量
産
化
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

販
売
や
業
界
へ
の
情
報
発
信
、
首

都
圏
で
の
営
業
開
拓
支
援
等
の
取

組
み
を
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が

ら
も
、
地
道
に
進
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
る
。

　
　
選
手
育
成
の
た
め
、
企
業
で

は
研
修
費
や
材
料
費
、
訓
練
用
機

械
の
整
備
等
に
相
当
額
の
費
用
が

か
か
っ
て
い
る
と
聞
く
。
県
は
ど

の
よ
う
な
支
援
を
行
う
の
か
。

　
　
平
成
２５
年
度
か
ら
企
業
な
ど

に
選
手
育
成
経
費
を
助
成
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
設
備
機
器
等
を
整

備
し
た
訓
練
会
場
を
提
供
す
る
ほ

か
、
メ
ダ
リ
ス
ト
育
成
実
績
の
あ

有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
市
場
の
将
来
像
及

び
今
後
の
取
組
み

問答や
ま
が
た
技
能
五
輪
・
ア
ビ
リ
ン

ピ
ッ
ク
２
０
１
６
に
向
け
た
選
手

育
成
・
強
化
の
支
援

問答

る
指
導
者
を
招
へ
い
し
た
練
習
会

の
開
催
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

１
年
後
の
開
催
に
向
け
て
、
本
県

選
手
が
大
い
に
活
躍
で
き
る
よ
う

機
運
の
醸
成
に
も
一
層
力
を
入
れ

て
い
く
。

やまがた技能五輪・アビリン
ピック201６のマスコットキャ
ラクター「技王（わざおう）」

佐藤　藤彌 議員
自由民主党

（酒田市・飽海郡選挙区）

　
　
９
月
補
正
予
算
に
酒
田
港
高

砂
ふ
頭
の
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
拡

張
関
係
の
設
計
経
費
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
整
備
の
工
程
、
整
備

後
の
具
体
的
な
機
能
や
規
模
は
ど

う
か
。

　
　
コ
ン
テ
ナ
貨
物
量
の
急
激
な

増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

ヤ
ー
ド
の
拡
張
は
急
務
で
、
規
模

は
現
在
の
約
１・
４
倍
が
必
要
と

考
え
る
。
併
せ
て
管
理
棟
の
新
設

な
ど
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
備
の
機
能
強

化
を
図
り
た
い
。
平
成
２７
年
度
か

ら
設
計
を
行
い
、
２９
年
秋
頃
ま
で

に
ヤ
ー
ド
の
拡
張
と
タ
ー
ミ
ナ
ル

設
備
の
整
備
を
完
了
さ
せ
た
い
。

　
　
県
の
魚
で
あ
る
サ
ク
ラ
マ
ス

の
漁
獲
量
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
程

度
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
原
因

を
ど
う
捉
え
、
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源

酒
田
港
コ
ン
テ
ナ
ヤ
ー
ド
の
拡
張

問答サ
ク
ラ
マ
ス
の
資
源
増
殖

問

の
増
殖
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
展
開
す
る
の
か
。

　
　
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
の
放
流

数
の
減
少
が
最
も
大
き
い
要
因
と

考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
平
成

２８
年
度
に
開
催
さ
れ
る
「
全
国
豊

か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
開
催
を

契
機
に
、
２６
年
度
か
ら
県
の
委
託

事
業
と
し
て
稚
魚
放
流
を
復
活
し

た
。
ま
た
、
稚
魚
の
放
流
と
連
携

し
て
産
卵
場
の
造
成
等
の
対
策
に

取
り
組
む
。

答
●�

私
学
教
育
の
支
援
に
つ
い

て
●�

私
立
学
校
の
耐
震
化
補
助

等
の
拡
充
及
び
高
等
学
校

生
徒
納
付
金
の
公
私
間
格

差
の
是
正
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

●�

農
業
農
村
整
備
事
業
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

●�

２
０
１
６
年
度
県
予
算
に

お
け
る
私
学
助
成
関
係
予

算
の
拡
充
に
つ
い
て

採
択
し
た
請
願

●�

私
立
学
校
の
耐
震
化
補
助

の
拡
充
と
高
等
学
校
生
徒

納
付
金
の
公
私
間
格
差
の

是
正
を
求
め
る
意
見
書

●�

農
業
農
村
整
備
事
業
予
算

の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

●�

「
慰
安
婦
問
題
」
に
関
す

る
適
切
な
対
応
を
求
め
る

意
見
書

●�
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
結
果
に
関
す

る
情
報
開
示
と
万
全
な
国

内
対
策
を
求
め
る
意
見
書

可
決
し
た
意
見
書

　山形県の地方版総合戦略を策定するに当たり、県議会での審議の充実を図るため、講演会を２回に
わたり開催しました。

＜第２回（９月１８日）＞
　日本創成会議座長の増田寛也氏を講師に招き、「地方創生の実現に向けて」と題し、地方創生の実
現に向けたポイントについて講演いただきました。県内の市町村別の転入・転出状況や合計特殊出生
率等のデータを基に、人口減少の要因は市町村ごとに異なることを示し、各市町村においてデータを
詳しく分析したうえで対策を検討することの必要性や、地方創生のポイントとして、行政は、若者を「出
さない」「戻す」「ひきつける」ための施策に取り組んでいく必要があることなどについてのお話があ
りました。

＜第１回（８月２０日）＞
　内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局地方創生総括官補の佐村知子氏を講師に招き、「まち・
ひと・しごと創生の実現に向けて」と題し、国内の人口減少の問題や、６月に閣議決定された「まち・
ひと・しごと創生基本方針２０１５」の概要、全国の先進的な取組み事例などについて、講演いただきま
した。

地方版総合戦略策定に向けた県議会講演会を開催
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県議会は、年に４回（２月・６月・９月・１２月）定例会を開催します。
「県議会やまがた」は、各定例会の概要等をお知らせします。

〒９９０−８５７０ 山形市松波２−８−１　℡ ０２３−６３０−２８４５
ホームページアドレス http://www.pref.yamagata.jp/assembly/

編 集
・
発 行

山 形
県議会

山形県議会

　県議会の本会議や委員会は公開されてお
り、どなたでも傍聴することができます。
　当日、県議会議事堂にお越しいただき、
簡単な手続きをしていただくだけで入場で
きますので、ぜひお越しください。

県議会を傍聴しませんか

問合せ先 ０２３－６３０－２８４０

各分野で活動されている皆さんと意見交換を行いました

　８月３日、林業関係学科を平成２８年度
に設置予定の農業大学校及び本県に製材
工場の建設を進めている協和木材株式会
社との意見交換を行いました。
　農業大学校からは、林業の中核的人材
を育成していくこと、協和木材からは、
林業振興には機械化が欠かせず、農業大
学校の人材育成に期待していることなど
の意見が出されました。

農林水産常任委員会
　７月２１日、蔵王温泉観光協会の方々と
意見交換を行いました。
　蔵王山の火口周辺警報発表に伴う風評
被害の現状などについて説明を受けた後、
空き店舗の有効活用や、西蔵王有料道路
の無料期間の延長、テレビＣＭによる観
光ＰＲなど、蔵王温泉の活性化策につい
て意見を交わしました。

商工労働観光常任委員会

　７月２８日、庄内町にある「東北に若者
の雇用をつくる株式会社山形本社」の木
曽社長と意見交換を行いました。
　会社の設立理念になっている若者のＵ
ＩＪターン、人材育成等に関し、会社の
設立経緯、これまでの事業内容、将来の
事業展望などにも触れながら、地域の活
性化に向けて意見を交わしました。

総務常任委員会
　９月２日、米沢市防犯協会に属する中
学生ボランティア団体「防犯・交通米沢
少年隊」の役員の方々と意見交換を行い
ました。
　子ども達が自ら発想し、防犯活動や奉
仕活動に取り組むことで大きく成長し、
学校や地域にも良い影響を与えるため、
こうした子ども達主体の団体が必要であ
ることなどの意見が出されました。

文教公安常任委員会
　７月１５日、社会福祉及び看護関係の７
団体の方々と意見交換を行いました。
　その中では、福祉・看護人材の確保及
び定着に向けた課題解決のため、職員の
処遇や労働条件の改善、福祉・看護の仕
事の重要性に関する社会の認知度向上が
必要であることなどの意見が出されまし
た。

厚生環境常任委員会

野川議長が安倍内閣総理大臣との
懇談会に出席しました

～山形・宮城両県の一層の発展と
　　　　　　　　　交流拡大のために～

　１０月５日、「内閣総理大臣と都道府県議会議長との懇談会」が内
閣総理大臣官邸で開催され、本県議会から野川議長が出席しました。
懇談会において、野川議長は「選挙権年齢の引き下げに関する今後
の取組み」について発言しました。
　本県議会で７月に「身近な県議会」検討委員会を立ち上げ、特に
若者に県議会を身近に感じてもらうにはどのような取組みが必要か
を検討していることを紹介しました。
　そのうえで、選挙権年齢の引き下げ
は、日本の将来のあり方について、若
者と一緒に議論し、解決していくとい
う大きな転換点であり、若者が主体的・
積極的に政治に参画するような取組み
の推進について要望しました。

　本県と宮城県の一層の発展と交流を拡大するため、両県が連携し
て取り組むべき諸課題についての調査検討を行うことなどを目的に、
平成１８年に「宮城県議会・山形県議会交流議員連盟」が設立され、
毎年、研修会や現地調査を行っています。
　今年は、８月１２日、宮城県蔵王町で、東北大学大学院理学研究科
教授の三浦哲氏を講師に招き、「火
山観測の現状と噴火予知～噴火の
前に何が起こるか？～」のテーマ
で講演いただきました。
　翌１３日は、同町内の観光施設を
訪れ、蔵王山の火口周辺警報発表
に伴う風評被害の状況について調
査を行いました。

（写真上：農林水産常任委員会、下：商工労働観光常任委員会）
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